
  

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 79 惑星の見え方 

 問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（長野県） 

解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）「塾技 77  」より，地球の自転により，天体は 1 日に 1 回東から西へ動いて見える。この見かけ

の動きを，天体の日周運動という。 

 日周運動 

 

（2）北の空では，天体は北極星

を中心に反時計回りに動い

て見えるので，木星・金星・

水星の順に地平線に沈むこ

とになる。 木星 

 

（3）恒星は 1 時間に 15˚東から西へ動いて見えるので，B から C の位置へ動いて見える。同様に，土

星も 1 時間に 15˚東から西へ動いて見えるので，図 3 で土星を観察した時刻である 20 時 30 分の 2

時間後，22 時 30 分には，土星は A の位置から 30˚西のエの位置に見える。 

 エ 

 

（4）〔観察 1〕の日における金星は，日没後，西の空に見えたこ

とから，よいの明星とわかり，図 2 のスケッチの形から，右

の図のオの位置と考えられる。 

 オ 

 

 

 

（5）① 365 × 0.62 = 226.3 → 226 日 226 日 

② 金星などの惑星は，太陽を中心に反時計回りに公転している。よって，0.5 年後の金星の位置

は，図 6 のある日の金星の位置から反時計回りに，360˚×     = 290.7˚… → 約 290˚の位

置エとわかる。 エ 

③ 金星がエの位置にあるとき，地球は太陽を中心に，360˚× 0.5 = 180˚反時計回りに公転している。

このとき，地球から金星を見ると（「塾技 79  」の図の 4 の位置の金星となる），夕方，肉眼

では右側が少し光った三日月のような形に見えるが，天体望遠鏡では，左側が少し光ったサの

形に見える。 見える時間帯：ウ，欠け方：サ 

 

 

（6）       = 6.14… → 6.1 倍 6.1 倍 
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答 

解 

塾技 79  補充問題 解答・解説 

 

答 

答 
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365 0.5
226


答 

1 

答 

1 0.72 1.72
1 0.72 0.28
 
 答 

北 

答 
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